
副理事長 古賀 政啓 

 

２０２０年に全世界へと感染拡大した新型コロナウイルス感染症の問題に加

え、国家間の緊張や気候変動による自然災害の多発化により私たちの取り巻く

環境は混沌とし、大きな問題を抱えかつてない変遷を迎えています。人口の減少

や産業の衰退など様々な問題を抱える八女地域についても影響を与えており、

地域を牽引する立場にある私たちは意識を変革し、ＪＡＹＣＥＥとして進化を

遂げ、地域により良い変化をもたらす必要があります。 

まずは、私たちＪＡＹＣＥＥが地域の未来を牽引していくために、メンバーの

学びや成長の機会を通じて、ＪＣの三信条である「奉仕・修練・友情」を育み、

メンバーが地域の発展を導けるよう地域のリーダーとしての成長を促します。

そして、八女地域の明るい豊かな社会の実現のために、地域に住み暮らす人々と

ともに地域が抱える問題に対して向き合うことで、地域への誇りと愛着を醸成

し、課題解決に向け取り組んでいきます。さらに、私たちが永続的な組織として

活動や運動をより効果的に展開していくために、自身も率先的に会員拡大に取

り組むとともに、メンバーの定着化に向け、積極的に交流を深めていくことでこ

れまで培った経験とＪＣの魅力を伝えていきます。また、より地域に必要な団体

として成長するために、災害発生時は社会福祉協議会と連携を取り、迅速かつ率

先的に行動し、自身のリーダーとしての研鑽を積み、メンバーの成長へとつなげ

ます。そして、強い組織づくりのために、副理事長として理事長の想いを十分に

理解し、落とし込みを図り、意識改革に努め、地域を牽引するリーダーとしての

成長への一助とします。 

閉塞感に溢れた現状を打破するため果敢に挑戦することでＪＡＹＣＥＥとし

ての成長はもとより、地域の明るい未来へとつながります。自身のさらなる高み

に向け、何事にも恐れず共に勇気を持って行動し、八女地域及びＪＣＩ八女の新

たなステージへと導いていきます。 

 

 

 

 

 

 



副理事長 井星 幸雄 

 

２０２０年に感染が拡大した新型コロナウイルスが、いまだ生活に影響を与

え続けている中で、２０２２年にはロシアによるウクライナ侵攻が突如勃発い

たしました。今までに体験したことのない状況で世界情勢は安定せず、経済や物

流がスムーズにいかない状況になっています。私たちＪＣは基本理念である明

るい豊かな社会の実現に向けて、全世界が結束を深め、次世代のリーダーを育て

る環境を構築していく必要性が求められています。 

まずは、八女地域の宝であり未来を牽引していく子供たちが次世代のリーダ

ーとしての成長を図るために、子供たちの心の教育を行っていく機会を創出し

ます。そして、様々な経験を通じて、自らに秘められた可能性に気づき将来の夢

と希望を明確にすることで、それを実現できるリーダーへと進化させます。さら

に、近年では多種多様な文化や様々な情報に溢れており、様々なことを受け入れ

ていく必要がある中で地域の発展のためにも国際化社会において異文化への理

解を深め、文化の受け入れを柔軟に対応できる環境を構築し、グローバルな人財

の成長を促していきます。また、私たちＪＡＹＣＥＥが地域を想い、先輩諸兄姉

が掲げられてきた三信条である「奉仕・修練・友情」を育むことで地域の発展を

導けるよう物事に対する興味や魅力を発信していき、副理事長としてしっかり

と理事長の理念を理解しメンバーにわかりやすく伝えていく事が大切だと考え、

入会が浅いメンバーに参加を促しＪＣの運動や活動を通して築きを得ていく中

で、自身も成長していき想いが伝われば確実に興味をもった青年経済人のメン

バー拡大にもつながっていくと確信いたします。 

著しく変化していく時代と環境の中で、新しい未来へ大きな進化を遂げる事

でＪＣＩ八女は更なる高みを目指し新たなステージへ踏み込んで行くことで、

意識を統一し同じ方向に向かって突き進み、地域社会の発展を多くの仲間で共

有して実現します。 

 

 

 

 

 

 



副理事長兼会員拡大連絡会議議長 山下 泰広 

 

ＪＣＩ八女は、１９５９年の創立以来多くの先輩諸兄姉の志が脈々と受け継

がれ、永年に渡りＪＣ運動を展開して参りました。現在ＪＣは全国的に会員数の

減少という大きな課題を抱え、ＪＣＩ八女においては会員数の減少に歯止めが

かかっているものの会員数はピーク時の半数以下となっており、引き続き地域

により良い変化をもたらす運動を展開するためには会員拡大に力を入れ、多様

で影響力のある組織を構築することが必要です。 

まずは、副理事長としてＪＣＩ八女が八女地域から必要とされる魅力ある団

体となるために、理事長のサポートはもちろんのこと、渉外担当理事、メンバー

のサポートを行い、組織力を向上させメンバーが飛躍できる環境づくりに努め

て参ります。そして、ＪＣＩ八女が他団体、地域の方々との連携を強固なものと

するために、渉外担当理事が出向し各八女地域の事業に向け活動を行えるよう

密に打ち合わせを行い、助力して参ります。さらに、本年度の会員拡大を成功に

導くために、室長、渉外担当理事、常務理事とともに会員拡大連絡会議を毎月実

施し、拡大候補者の情報収集、アプローチ方法の検討を行い、候補者の入会へと

つなげていきます。また、より多くの候補者を面接につなげるために、候補者リ

ストを充実させ、担当者に進捗状況の確認を行うことでスピード感を持って候

補者へのアプローチを行います。そして、ＪＣＩ八女に多様な人財が集まり、影

響力のある組織となるために、事務局次長と連携しホームページやＳＮＳを有

効的に活用することで認知度の向上に努め、２０代の若い人財や女性会員の入

会へとつなげます。 

私たちＪＣＩ八女が変化を恐れず勇気を持って一歩を踏み出すことで、メン

バーそれぞれが成長し地域を牽引するリーダーへと進化し、新たに多様な同志

が加わることで私たちの運動の効果は飛躍的に高まり、新たな魅力を備え人々

の笑顔が溢れる地域を実現します。 

 

 

 

 

 

 



第一室 室長 橋本 雄大 

 

２０２０年に全世界に感染拡大し、未だに私たちの生活に影響がある新型コ

ロナウイルス感染症の問題、ロシア・ウクライナの国家間の緊張など私たちが住

み暮らす八女地域でもその影響が様々な社会問題へとなっています。急激に変

化する時代に対応していくために、私たちＪＣは地域の発展に寄与する団体と

して地域のニーズに適応し、必要とされる団体へと進化し続ける必要がありま

す。 

まずは、私たちが住み暮らす八女地域の発展と地域を牽引するリーダーとし

ての成長に向けてより良い変化をもたらすためにメンバー一人ひとりが様々な

課題を真摯に受け止め、当事者意識を持って考えることができる組織の形成を

行います。そして、まちづくり委員会では八女地域の課題に向き合い、地域に誇

りと愛着を持ち、八女地域の良さを対外に発信していく事業に取り組むことで

多くの人が郷土の素晴らしさを再確認できる事業へと導いていきます。さらに、

誰一人取り残さない持続可能な地域の発展に向けて行政や他団体、市民と協働

することで新たな八女の価値を伝えることができると確信しています。また、例

会研修委員会ではＪＣＩ八女のメンバーが地域を牽引するリーダーへと成長す

ることができる事業へ取り組み、ＬＯＭ益・地域益・個人益を生み出す事業へと

なるように導いていきます。そして、近年ＪＣＩ八女では増加している入会歴の

浅いメンバーのために魅力的な例会運営や事業等の構築をサポートし多くのメ

ンバーへ学びや成長の機会を提供することで、地域を牽引するリーダーとして

の意識の進化へとつながると確信します。 

変化が著しい時代においても臆することなく、一人ひとりが新たなステージ

に向け率先して行動することで、地域の明るい未来の実現とＪＡＹＣＥＥとし

ての進化へとつながっていきます。多様な問題に勇気を持って行動し、明るい豊

かな社会の実現に向けて一 歩ずつ踏み出していきます。 

 

 

 

 

 

 



第二室 室長 松尾 研士 

 

１９５９年の創立以来、私たちは明るい豊かな社会の実現に向け、地域の課題

と向き合い多くの運動を展開してきました。しかし、２０２０年の新型コロナウ

イルス感染症の問題や異常気象による災害の発生、国家間の対立等により私た

ちの生活を取り巻く環境は大きく変化し、住み暮らす八女地域においても様々

な課題が生まれています。その課題を新たな手法で解決し、地域のことを考え、

先を見据えたＪＣ運動を展開することが必要です。 

まずは、担当委員会が地域のために行動できる人財の育成事業や外国の文化

に触れ関心を持つことのできる事業を構築するために、メンバー一人ひとりの

意見を尊重し新しい考えを取り入れることで、室全体の活性化や成長につなげ

ます。そして、各委員長が理事長の想いを現実にするために、委員会に出席し助

言を与え交流を深めることで、信頼関係を構築しＪＣ活動、運動が円滑に実施で

きるように導きます。さらに、青少年育成委員会では事業を通して夢や希望を実

現するための行動力を養うために、自分一人ではできないことも周りと協力し

て成し遂げる達成感を感じてもらうことで、自らが率先して行動できる人財の

育成に寄与できるよう導きます。また、国際交流委員会では昨年の経験を活かし

て新しい出会いや気づきを得るために、外国の文化や考えに触れ関心を持つこ

とで、八女地域の発展に寄与できるグローバルな人財の育成につなげます。そし

て、ＪＣＩ八女の永続的な運動を展開するために、新たな候補者の情報収集やア

プローチを率先的に実施することで、会員拡大につなげ、ＪＣが八女地域にとっ

て必要不可欠な組織となるよう導きます。 

私たちは、明るい豊かな社会の実現に向け、先輩諸兄姉から引き継いだ強い想

いやあゆみを止めることなく、成長へと導いたＪＣＩ八女が地域のために、常に

進化し続けることで、未来を見据え新たな手法を発見し、ＪＡＹＣＥＥが持続可

能な八女地域を実現します。 

 

 

 

 

 

 



渉外担当理事 服部 修平 

 

近年、都心部への人口・経済・文化などの一極集中や、超高齢化社会による労

働力不足などの影響を受け地域衰退化が進み、八女地域においても全部過疎に

指定され、経済的にも影響が出るほど深刻な問題を抱え転機を迎えています。

様々な問題に目を向け取り組み対応し、解決していくためには八女地域におけ

る各団体との連携やＪＣのスケールメリットを活かした活動や学びの機会を創

出し、地域の共感を得て運動を展開することが必要です。 

まずは、ＪＣⅠ八女の現状を把握し、渉外担当理事として他ＬＯＭや他団体と

の連携を強化するために各種会議へ率先して参加し、その中で取り組まれる大

きな規模の設えや工夫が凝らされたファンクションを学び、様々なアイディア

や捉え方・生み出し方を養い成長につなげるとともに、積極的に協力することで

運動の効果を高める必要があります。そして、家族懇親会を通して日々そばで支

えていただいている家族に感謝の意を伝え、メンバーの家族同士が親睦を深め

ることで我々の活動への理解を深めさらなるご支援をいただき、ＪＣＩ八女の

活動の円滑化につなげます。さらに、委員会タイムを活用し、他団体との懇親を

深める機会を提供し、互いの地域をより良い未来にするために意見を交換し、意

識の向上とともに共有・共感を図り、ＪＣＩ八女の発展につなげます。また、会

員拡大においては効率的な拡大会議を実施することで、候補者のリストアップ

及び迅速なアプローチを行い入会へとつなげます。そして、入会者のサポートを

密に行い積極的な参加を促すことでＪＣの魅力を伝え、入会者がＪＣＩ八女の

一員として活躍できるように導きます。 

様々な出向や会議での学びを通して経験を積み、ＬＯＭへ還元することによ

りＪＣＩ八女は発展を遂げ、周囲からの共感や支えを得て、成長のバトンをメン

バーへとつなぎます。自らつかみ取り挑戦し続ける姿勢を身につけた我々は誰

もが輝ける組織へと進化します。 

 

 

 

 

 

 



まちづくり委員会 委員長 江﨑 翔太 

 

豊かな大地に育まれた八女地域は江戸時代より栄え、伝統工芸や林業、農産物

が魅力の自然豊かな地域です。一方で人口減少に伴う後継者不足や超高齢社会

の到来、大規模な地震や頻発する集中豪雨などによる自然災害、新型コロナウイ

ルス感染症等の影響により地域を支える青年に求められる役割は大きく変化し

ています。私たちを取り巻く環境が大きく変容していく中で、豊かで多様な暮ら

しができるまちづくりに取り組むことが必要です。 

まずは、人口減少や後継者不足問題を克服するために、八女地域が本来持って

いるポテンシャルを最大限かつ魅力的に引き出し、住み暮らす私たちが再確認

をするとともに人の心に残る真の魅力、真のファンを作る情報発信を行います。

そして、八女地域の発展を支える私たち青年一人ひとりが八女地域のファンと

なり、地域の活性化を図ります。さらに、八女地域に住み暮らす人々やこれから

移住される人々に暗い未来ではなく、明るい未来を描けるようなまちづくりを

行うために、県内一の森林面積を誇る八女地域特有の自然災害の原因である放

置竹林問題や担い手不足を解決へと導き、住み暮らす人々が自然災害に怯えな

がら生活するのではなく、自然と人とのバランスが取れた安心して暮らせるま

ちを目指します。また、地域活性化を願う行政や各団体 JＣＩ八女全員が力を合

わせることで、その効果も人々の笑顔も数倍になると確信します。そして、１２

月総会では卒業生のこれまでの功績を称え、「奉仕・修練・友情」の三信条をし

っかりと引き継ぎメンバー一人ひとりがＪＡＹＣＥＥとして飛躍的に成長した

姿で企画・運営を行います。 

今こそ私たちＪＣＩ八女が先頭に立ち行政や各団体に進化するきっかけを与

え、勇気をもって一歩踏み出し地域のまちづくりに取り組むことで、八女地域も

人々もＪＣも進化することにより、私たちＪＣが笑顔と幸福度に溢れた新たな

ステージへと導きます。 

 

 

 

 

 

 

 



例会研修委員会 委員長 堤 三智紘 

 

新型コロナウイルス感染症や国家間の緊張等により世界情勢も変化し、食料

やエネルギーといった一次産品の価格上昇に伴い、経済の状況も一変しました。

私たちが住み暮らす八女地域においても人々の生活状況は大きく変化し、ＪＣ

Ｉ八女としても地域にどのような課題があるかを精査し、効果的な運動を展開

しメンバー一人ひとりがリーダー性を兼ね備えた人財に成長し、私たちの住み

暮らす八女地域の発展にむけて尽力していく必要があります。 

まずは、本年度例会研修委員会として私たちＪＣ一人ひとりが地域社会で率

先して行動する意識を高めることができるようにＪＣのミッションとアクティ

ブシチズン像を学ぶ場を創り、ＪＣＩ八女として運動目的の理解を深め、個人の

目標を見つけることができるように導いていきます。そして、メンバーが今後の

活動に意義と目的を見つけ、八女地域の課題や強固な組織創りの必要性を理解

するとともに、青年経済人としてのリーダー性の向上の認識をしてもらいます。

さらに、笑顔溢れる明るい豊かな社会の実現に向け、ＪＣ運動の発信を行い、「奉

仕・修練・友情」の三信条を肝に銘じて自身のためだけでなく地域や周囲の人々

のために奉仕し、修練を乗り越えることでＪＡＹＣＥＥとして成長できる機会

を提供していきます。また、毎月行われる例会では、参加率の向上を図るために

も率先的にメンバーへの声掛けを行うとともに、委員会タイムをメンバーの成

長のために積極的に展開し活用して行きます。そして入会歴の浅いメンバーに

もＪＣの魅力を伝え、ＪＣＩ八女の歴史や学びを得る機会を提供し、メンバー一

人ひとりがＪＣＩ八女に誇りを持つことができると確信します。 

本年度のスローガン「進化」～勇気をもって新たなステージへ～のもとメンバ

ー自身が変革を起こし、高い志を持った魅力的な人財となり英知と勇気と情熱

を持ったリーダー育成に取り組むことで地域に必要とされる持続可能な組織の

進化へとつなげます。 

 

 

 

 

 

 



青少年育成委員会 委員長 木下 徹郎 

 

２０２０年以降、世界中で新型コロナウイルス感染拡大の影響によりコミュ

ニケーションを取る機会は減り、将来に希望を抱けない子供が増えています。同

時に私たちが住み暮らすこの八女地域においては、出生率の低下や都市部への

若者の移住により人口は減り続け国の宝でもあり、未来を担っていく子供たち

の郷土愛が薄れつつあります。だからこそ、私たちＪＣＩ八女が新たな成長の場

を提供し、地域と共に青少年育成に取り組む必要があります。 

まずは、青少年育成委員会として子供たちがこれから住み続ける八女地域に

おいて夢や希望を持つために、学校や家庭では体験することができない学びの

機会を提供し、一人ではできないことにも率先し挑戦することができるために、

自分中心ではなく、相手のことを思い共に行動することで、子供たちの心の教育

につなげます。そして、目標を与え、同じ方向に向かって周囲を巻き込み自分の

想いを発信し、相手の想いを聞くことで、コミュニケーションが取れ、その先に

は大きな喜びと達成感を実感できる事業を構築します。さらに、将来八女地域に

定住し地域の発展に寄与する人財へと成長することにつなげるために、八女地

域の歴史や文化・伝統工芸に触れることで、郷土愛を育みます。また、理事長の

想いをメンバー一人ひとりが理解し地域の発展に向けて一年のスタートを切る

ために、新年総会を実施しすることで、行政や各種団体からの理解を深め私たち

が愛する八女地域の発展のために連携強化に努めます。そして、より影響力のあ

る団体として、ＪＣＩ八女の２０２３年度の活動・運動方針を多くの方々に発信

する大事な機会とします。 

「進化」～勇気をもって新たなステージへ～本年度スローガンのもと、一人で

も多くの子供が八女地域に魅力を感じることで、夢へ向け率先して共に行動で

きることを目指し、委員会メンバーを牽引し共に一歩を踏み出し、持続可能な明

るい社会を実現します。 

 

 

 

 

 

 



国際交流委員会 委員長 入部 将太 

 

世界は、２０２０年から拡大した新型コロナウイルス感染症によって今まで

の日常は変化し社会の様相は一変しました。人々の交流が制限されるなかで人

や国の垣根を越えて、平等で平和な社会を目指すには、外国人の力は必要不可欠

となっています。八女地域でも外国人実習生や留学生等が活躍する時代となっ

た今、日本と外国の若い世代が交流を深め、外国の文化や慣習に触れることでよ

りよいグローバルな八女地域に進化する必要があります。 

まずは、ＪＣＩ八女として国際交流を継続的に実施するために、時勢の変化に

対応した新たな交流を模索し実行していきます。そして、よりよい国際交流とす

るために、八女地域の若者に留学生と触れ合ってもらう事で、自らの生活や八女

地域の文化に対する再構築を図り、異文化交流を経験した学生の意識変革が起

き国際社会に貢献する豊かな人財育成につなげます。さらに、地域全体がグロー

バルな文化を受け入れやすくなるため、新たな視点から見た地域社会や文化の

発展へと導きます。また、日本の文化や伝統を理解してもらい、外国人の意見を

取り入れることでお互いの文化や慣習を尊重し進化する事業を構築します。外

国人が八女地域で学んだことを自国に持ちかえり、それぞれの国に八女の魅力

を発信するために、八女地域の若い世代と海外の若い世代が交流を深めること

で、お互いの関心を高めあいグローバルな考えを持つ人財の育成に寄与します。

そして、夏期総会では組織強化のために、先輩諸兄姉との貴重な会話の中におい

て気づきを得ることで、新たなアイディアを生みだすとともに、ＪＣＩ八女の歴

史と伝統を引き継いでまいります。 

私たちＪＣＩ八女として、今年のスローガンである「進化」のもと我々が道標

となり八女地域、世界、若者が希望の輪を作り、大きな一歩を踏み出し、明るい

豊かな社会の実現へ進み続けることで、互いに意欲を高め、新しいグローバルな

社会へ進化を実現します。 

 
 
 
 

 

 

 

 



専務理事 高山 泰輔 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大により人との関わり方や物事の価値観、働

き方など私たちを取り巻く社会環境は大きく変化し、過去に例を見ないスピー

ドで日々加速しながら新たな変革期を迎えています。八女地域により良い変化

をもたらすには、地域のリーダーとして行政や各団体、住民とともに課題解決に

向けた新しい運動を展開していく必要があり、時代に即した活動を取り入れな

がら多様性を備えたまちへと進化する必要があります。 

まずは、ＪＣＩ八女が同じ方向性のもと団結し、運動の効果を最大化するため

に、理事長の考えを一番に理解し、副理事長との情報共有を密にすることで組織

の統制を行い、ＬＯＭ運営の円滑化を図ることで強固な組織を構築します。そし

て、活動の効果を最大化させるために、意欲向上に向けた的確な助言とスケジュ

ール管理、オンオフのメリハリをつけることで、活発な意見が飛び交う雰囲気を

創り上げます。さらに、メンバーに発展と成長の機会を提供するために、対内外

事業を行う意義や目的、重要性を積極的に伝え意欲的な参加を促し、新たな意識

変革の機会を得ることで利他の精神や実行力、精神力を備えた地域のリーダー

として進化を遂げます。また、ＬＯＭの枠にとらわれない幅広い人脈を広げるた

めに、出向の機会を最大限に促し、ブロックや九州地区、日本の事業に参画する

ことで新たな体験や厳しさを乗り越えて成長する機会とします。そして、地域に

より良い変化をもたらすために、議案の精度向上や最適化に向けた的確な助言

やサポートを行い、地域の未来を見据えた運動を展開することで課題解決につ

ながる仕組みを創り上げます。 

社会環境が著しく変化する中で、八女地域をより良い未来へ変えたいという

想いが多くの人々の心に伝播し意識の変化が生まれ、勇気を持って踏み出した

新たな一歩が魅力溢れたまちを創る原動力となり、希望に満ちた笑顔が溢れる

まちへと八女地域は進化します。 

 

 

 

 

 

 

 



常務理事 中島 恭佑 

 

２０２０年に全世界へと感染が拡大した新型コロナウイルス感染症は、未だ

に終息の目途が見えない中、ロシアによるウクライナ侵攻によって世界中を巻

き込んだ経済活動の減速やインフレの進行で、私たちの生活様式は大きく変化

しました。それでも私たちＪＣは、自らが地域を支えるリーダーとしての自覚を

持つことで社会や地域が抱える問題を理解し、解決に向けた運動を率先的に行

い明るい豊かな社会を築いていかなければなりません。 

まずは、理事長の想いを理解し、結束力の強い組織へと成長するために専務理

事のサポートを徹底し、室長や委員長と密に連絡を取り合い、事業や例会、エリ

ア会議、各種大会などの参加を呼びかけＬＯＭ全体にＪＣの魅力を発信し、スキ

ルアップにつなげ多くのメンバーが参加する組織体を目指します。そして、力強

い組織へと進化するために会員拡大に力を入れ、各グループに目標人数を設定

し確実に入会へと導き、一人ひとりが情報を共有し発信することで、会員拡大へ

とつなげます。さらに、事業や理事会のスムーズな設営をするとともに徹底した

スケジュール管理と事前の出欠確認を行うことで、規則を守ることができ正確

で円滑な組織の運営につなげます。また、ＪＣＩ八女の存在価値の向上させるた

めに、本年度の理事長及び卒業生の想いや各出向者、各委員会の報告を組み込ん

だＪＣニュースの作成を行い地域の方々に情報を発信することで、対外に向け

たＪＣ運動への参加向上につなげます。そして、メンバー一人ひとりが自覚と責

任を持ち飛躍的に進化するために、ＪＣ活動や運動に参加する意義や目的を伝

えることで、リーダーとしての成長につなげます。 

私たちが住み暮らす八女地域の現状を今一度見つめ直し、地域の未来を見据

え、全てのメンバーが自己進化を続けることで、大きく変化する時代の中で私た

ちＪＣが勇気をもって一歩を踏み出し、大胆な進化を成し遂げ明るい豊かな社

会の実現へと導きます。 

 
 
 

 

 

 

 



財政局長 斎藤 尚広 

 

２０２０年に全世界へと拡大した新型コロナウイルス感染症は現在も影響を

与え、国際情勢も劇的に変化し人々の交流制限のみならず様々な社会問題へと

なっています。私たちが住み暮らす八女地域においても人口減少及び産業衰退

を抱えており、明るい豊かな社会の実現のため地域が直面する課題に焦点を当

てた運動・活動を実現していくことで新たな手法を取り入れ魅力ある八女地域

に進化し続けていく必要があります。 

まずは、運営グループ内の情報共有と連携を高めることで、各種会議の適切な

運営と事業構築のサポートを行います。そして、事業はＪＣ運動の根幹であり、

その事業予算はメンバーから頂いた貴重な会費によって成り立ちます。さらに、

財政の担当者として会費の予算管理を適切に行うとともに、財政面での不備、特

にコンプライアンス上の問題が発生しないように自分自身が各種規定について

十分に理解を深め、各担当者に適切な指導を行っていくことで円滑な事業構築

の一助とします。また、各委員会の状況を把握できるよう各委員会との財政面で

の連携強化を心がけていくとともに、各委員会が安心してたくさんの魅力的な

事業やＪＣ運動に取り組んでいけるようにサポートします。そして、各委員会が

立案する議案の収支予算計画を精査し、会計基準に基づいた収支予算の適正化

を図り健全な財政運営を行います。さらに、本年度の事業をより効果的に展開す

るために、今年度の成果や問題点を改善することでＪＣＩ八女メンバーの意識

向上へとつなげ、八女地域での永続的な運動展開を行いより良い変化に取り組

んでいきます。 

本年度のスローガンである「進化」のもと、ＪＣＩ八女が率先して行動するこ

とで八女地域の明るい未来を実現していくと同時に財政面では冷静な判断でＪ

ＣＩ八女メンバーを全面的に支援します。ＬＯＭ運営の財政における要として

組織運営に尽力してまいります。 

 

 

 

 

 

 



事務局長 樋口 繁成 

 

近年、新型コロナウイルス感染症やロシアのウクライナ侵攻等、世界経済の不

確実性が増し、国内における災害の多発化や人口減少、少子高齢化など同時かつ

複合的に押し寄せる中で、我々を取り巻く社会情勢は大きく変化し、八女地域で

も同様の問題に直面しています。八女地域が明るい豊かな社会を築くためには、

ＪＣが率先して行動し、八女地域を牽引することで、発展と成長のためにより良

い変化をもたらす必要があります。 

まずは、メンバーの会費から成り立っている限られた予算の中で最大限の効

果を発揮するために、事務局の適正な予算執行の管理を行い、事務局を統括する

ことで、円滑な運営を行います。そして、ＪＣＩ八女のより活発なＪＣ活動や運

動を後押しするために、資料や備品を整理整頓し、常に清潔に保つことでメンバ

ーの作業効率アップにつなげ、総務財政会議やスタッフ会議、理事会に集中でき

る環境を整えることで会議の質の向上を図ります。さらに、コンプライアンス上

で問題がないか議案を精査するために、運営グループ内において綿密な連携の

もと情報を共有し互いにサポートし合うことで、より円滑な組織運営や会議を

構築し、クリエイティブな意見が出るような環境づくりを行います。また、定款

や規則を遵守するために、基本資料を正確に誤りなく作成することで、委員長の

議案作成の一助となります。そして、我々の行っているＪＣ活動や運動をより多

くの方に認知していただくために、ホームページやＳＮＳ等を活用し、力強く情

報を発信・拡散することで、対外事業の参加員数の増加やＪＣＩ八女の魅力を伝

えメンバーの拡大につなげ、ＪＣＩ八女の更なる飛躍へつなげます。 

誰もが新たな挑戦には躊躇してしまいます。しかし、行動に移していかなけれ

ばＪＣが掲げる明るい豊かな社会の実現は成しえません。ＪＣＩ八女がメンバ

ー一丸となって失敗を恐れず、何事にも挑戦し進化をすることで、八女地域の明

るい豊かな社会を実現します。 

 

 

 

 

 

 



事務局次長 入部 圭右 

 

ＪＣＩ八女は、明るい豊かな社会の実現に向けて様々な運動を展開してきま

した。２０２０年から蔓延した新型コロナウイルス感染症の影響を受け満足に

運動を展開できない時期もありましたが、地域を牽引すべき立場にある私たち

青年は、常にその時代に沿った情報を取り入れ共有し効果的な事業を行ってき

ました。メンバー一人ひとりが成長できる組織を運営し、ＪＣ運動を発信するこ

とで、地域の人々に深く理解してもらう必要があります。 

まずは、広報活動においてＨＰ、ＳＮＳ各種媒体を有効的に活用し投稿するだ

けではなく、八女地域以外の方にも認知していただくために、フォロワー数を

日々増やしていくことで、ＪＣＩ八女の運動をより多くの人に認識してもらい

ます。そして、八女地域のみならず幅広い層の方から共感を得て参画いただくた

めに、時事投稿や効果的な広報戦略を行い、プライバシー問題を管理し責任を持

った運用を行います。さらに、運営グループでは密な連携を取り事業の成功へ導

くために、理事会でのスムーズな会議の運営、入念な準備を行うことで、効率的

な会議が展開できるようにします。また、歴の浅いメンバーに魅力を発信し理解

を深めてもらうために、多くのメンバーに事業や各種大会等に参加していただ

きます。そして、ＬＯＭの運営はメンバーの会費から成り立っており、運営や事

業で使われる予算の必要性をメンバーに伝えていき責任を持ち期日厳守で納入

してもらうように管理します。さらに、自覚と責任を持ち事務局の清掃、備品整

理、資料確認、スケジュール管理を徹底しメンバー同士の活発な意見が飛び交う

環境を整えます。 

本年度のスローガン「進化」～勇気を持って新たなステージへ～のもと、創立

以来、先輩諸兄姉が築き上げた想い尽力した経験を継承し、我々ＪＡＹＣＥＥが

常に新たな手法を取り入れ勇気を持って挑戦することで八女地域の活性、全メ

ンバーの進化につなげていきます。 

 


